あつら おんちし ゆめ 

えた 弓 を わざわざ 見に 来た 旗本の 次男 恩 地主 馬 

は 声 を はずませ てこう 訊いた。 

「ほんと も 本当、 昨夜で 十日、 きまって 参る ので ござ 

りまして な …… 」 

こう 云 つ て 忠蔵は 居住い を 正し、 真 つ 昼間ながら 

あ-こ）' 

四辺 を 見廻し、 

うちじゅう ぉぞけ ふる 

「それで 家中 もうす つかり 怖 気 を 揮 つ ており ますの 

で」 

「で 何 かな、 その 老人 は、 どこから 来る のか 解らぬ の 

かな？」 

「へい、 それが あなた 解る くらいなら …… 」 



道場 構えの 一 宇の 屋敷が そこに 広々 と 立って いる。 

しん あた リ ともし ぴ 

森 然と 四辺 は 物寂しく もちろん 燈 火の 影 さえ もない。 

三人 はしば らく \ィ んだ まま 余りの 不思議 さに 言葉 も 

出ない。 彼ら 三人 は 三人ながら この辺の 地理に は 慣れ 

ている。 そして ほとんど 毎日の ように この 往来 も 通つ 

ている ので ある。 それ にもかかわらず こんな 所に こん 

な 立派な 道場 屋敷の 建って いると いう こと を 一 度 もこ 

れ まで 見た ことがない。 

「どうも 不思議 だ」 とまず 主馬が 朋輩の 一 人へ 話し か 

けた。 「たしか ここに は柏屋 という 染め物 店が あった 

害 だのに …… 」 



あ ン 

堀片 葉の 芦に 天井の 毛脛、 ええと それから 足 洗い 屋敷 

か …… どうも ここに ある この 屋敷 も そのうちの 一 つで 

は あるまい かの？」 

「馬鹿 を 云わつ しゃい、 臆病 千万」 

と 主馬 は 一 口に 打ち消し たが、 その実 やはり 心のう 

ちで は そい つ を 考えて いたのであった。 

「主馬 殿、 ともかくも 帰った 方が 泰平 無事で は ござら 

ぬかの」 II 紋太郎 は 小声で 誘って 見た。 

「君子 危 きに 近寄らず じ や」 

「と は 云え このまま 帰って は 弓師 左衛 門ゃ忠 蔵へ 対し 

てち と 面目が ござらぬ ではない か」 主馬 は 煮え 切らず 



上がった。 

「あ、 お目覚めで ございま すかな」 

そば 

じ つ とそれ まで 多 右衛門の 側に かしこまつ ていた 弥 

右衛門 は こう， J の 時 声を掛けた。 

なんどき 

r ハァ、 どうやら 目が さめ 申した。 今、 何時で ごぜえ 

ますな？」 

うし 

「丑の刻に 間近う ございまし ようかな」 

「へえもう そんなになります かな。 が、 ちょうど 時刻 

はよう ごわす。 どれ 用意 をしょう かな」 

多 右衛門 は 持 つ て 来た 風呂敷 包み を 不器用の 手付き 

で 拡げた が、 中には 桑の 木で 作ったら しい 手垢で よご 



れた 半弓と 征矢が 三本 入れて あった。 

「ど つ こいしよ」 

と 掛け声と 一 緒に 彼 はヒョ ロヒョ 口と 立ち上が つた。 

雨戸 を 開けて 中庭の 方へ そのまま ス ー と 消えて しま つ 

たので ある。 

後 は 森 然と 静かであった。 弥 右衛門 はじつ と 耳 を 澄 

まして 中庭の 様子 を 聞こうと したが 何の 物音 も 聞こえ 

ない。 そのうち 次第に 眠くな つた。 これ は毎晚 のこと 

ま- 7 うち 

である。 劇しい 睡眠に 襲われて 家内 一同 眠って いる 間 

にいろい ろの 事が おこる のであった。 

「眠って はいけ ない、 眠って はいけ ない」 



したからの。 いや 面白い 幽霊で ね。 俺に こんな ものく 

れ ました だ」 

とんと 巻物 を 下へ 置いて。 その 巻物 こそ 他なら ぬ 弓 

へきり ゆ. つ 

道 日 置 流の 系図で あ つ た。 

しきた リ しる 

そして 系図に は 習慣と して 流儀の 奥義が 記されて あ 

り、 それ を 与えられた 武芸者 は 流儀の 本家 家元と なれ 

る。 

うじ 

果然、 信 州 は木曽 山中の 獵師、 姓 も 氏 もない 多右衛 

門 は 爾来 江戸に 止 どま つ て 弓道 師範と なった ので あつ 

た。 

日 置 弾 正 を流祖 とした 日 置 流 弓道 は 後世に 至 つ て、 



ろてき どうせつ かおう せっか ほんしん どうたい 

露滴 派、 道 雪 派、 花 翁 派、 雪 荷 派、 本心 派、 道怡 派の 

六 派に 別れ、 いわゆる 日 置 流 六 派と して 武家 武術の 表 

芸 となり 長く 人々 に 学ばれた が この 六 派の 他に 尚八迦 

流と いう 一 流が あり 武芸 を 好む 町人 や 浪人 達に 喜ばれ 

たが この 八迦 流の 流祖- J そすな わち 獵師多 右衛門な の 

である。 

それにしても、 不思議な 妖怪 沙汰 を 起こし 日 置 流 系 

図 を 多 右衛門に 与え 別に 一 派 を 立てさせ たの はいった 

い 何者で あ つたろう？ 

それに つ いて 多 右衛門 はこん な こと を 云った。 

「今 こそ 染め物 店に はなって いるが 戦国時代に は あの 
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